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 きらきら発電 2号機柳生もりの子発電の工 

事が 10月 1日完了し、当日東北電力との連 

係も行われ、発電が開始されました。 

 それに先立つ 9月 26日もりの子保育園で 

「柳生もりの子発電開所式」を行いました。 

 開所式に参加されたもりの子保育園大門園 

長は「安心なエネルギーは未来への贈り物だ 

と思います。発電所の事を子どもたちや地域 

の人々に話していきたいと思います」と挨拶しました。  下＝全景写真 

 

 

 10月 1日夕方通電開始し、翌日から発電開 

始の柳生もりの子 2号機。9日までに 1030kw 

を発電。これは年間 30,117kw と予測した製 

造メーカーシャープの予想発電量ぴったりの 

数字。予想通りに推移すれば、年間 963,744 

円の収入となり、10年で元が取れます。 

 

 ９月以降も 4名の御協力があり、

基金合計 3013 万円となり、目標の

3000万円を超えました。寄付金もあ

らたに２名の協力があり、63万円に

達しました。会員は新しく高橋いね

子さん(元長町病院職員)が加わり、

55名となりました。 

 

 工事が完了し、2873万円の工事費

も振り込みました。10月中に宮城県

に対し、補助金申請の最後の手続き

を行います。なお井土浜 1号機フェ

ンス工事に 165万円を要します。 
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参加費 １人１万５千円 

見学場所 霊山～土湯～喜多方 

宿泊施設 シャレー裏磐梯 

福島県耶麻郡北塩原村桧原剣ヶ峯 1093 

         電話 0241‐32-2101 

                     

                     １０月９日きらきら発電役員会で「電力 

                    自由化にどう対応するか」という小学習会 

                    を開催。講師の松浦真さんは「２０１６年 

                    小売りの自由化、２０２０年送電網の自由 

                    化が予定されているが、現状では一般家庭 

                    対象の小売りの自由化は実現しそうにない。 

                    真の電力自由化を求め、市民が力を合わせ 

                    て進むべき道は何か、しっかり学んでいく 

                    必要がある」と指摘しました。 

                     きらきら発電では来年１月頃市民対象に 

                    電力自由化問題学習会を開催することにし 

                    ました。講師など希望のある方は、意見を 

                    どしどしお寄せください。 

                        

                        

                     

                     

                     

 

 

泉病院職員駐車場午前 8 時 10 分出発 

長町病院玄関午前 9 時出発 

りょうぜん市民発電所 

伊達市霊山町山戸田字石橋 7 番地 

昼食＝大番こけしの里  正午～1 時 

土湯バイナリー・小水力発電 

宿泊先＝シャレー裏磐梯 

会津電力雄国発電所 

   8 日 9 時半～10 時半 

喜多方市内自由行動 

   8 日 11 時～13 時 

喜多方市役所 13 時半出発 

長町病院着１５時半 

泉病院駐車場着１６時半 

 

 

 

 

 きらきら発電では来年度の太陽光発電所３号機設置場所を検討中です。「保育園・介護

施設」に限らず、１０kw 以上なら家庭の屋根にも可能です。希望者は連絡ください。 

        

        

        


